
接線の話 (数学 Ⅲ編)
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1 曲線上の点における接線

1 例 題 l y=log″ 上の点 A(0,1)におけ
|

| る接線の方程式を求めよ

考え方 基本問題 何も申すことございません

0 グ =:よ り, 点 Aに おける接線の1夏 き

は : よって,点 Aに おける接線の方程式は

okヽq
2 曲線上以外の点から引いた接線

例 題 2 υ=a2r+1に原点から引いた接線

の方程式を求めよ

考え方 接線は「通る点」と「傾きJで決まり,

傾きは「接点の″座標Jで決まります よって,ま

ずは接点を設定することから始まります セッテン

―

セッテー !

O υ=。 2″+1上の点 P(′ ,ο
2`+1)に おける接

線の方程式は,υ
′
=202″■1ょ り,
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赤阪正純 (httpンツinupri.web fc2.com) 接線の話 (数学 Ⅲ編)(1)

数学 Ⅲバージョンの接線の話をしますが,扱う関数が複雑になるだけで,基本的な概念,手法は数学 Ⅱ

と同じです だから,まずは2年生の授業で配布した『接線の話』のプリントの内容をしっかりと理解して

3 陰関数の接線

1 例 題 3 次の曲線上の与えられた ″座標を |

| もつ点における接線の方程式を求めよ     |
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考え方 υ=/(″ )タ イプの関数の接線はすでに

学んでいるので,それに従うのならば,例 えば (1)

の場合, まず式変形して

1-υ =±

とし,y=±yqlttLを微分すればよいのです
が,少 しメン ドウです 曲線上の点の場所 に応 じ

て
'υ

=V/q_J子 とυ=―
マ
/1-f子 のどち

らを用いるのかを考えねばな りません (ま あできな

くはない 『微分のココロ』P29～ P30参照)

もちろん『陰関数微分法』を利用 して,場
等

を求

めます 場等は″とυの式になるので,その″と
υに値を代入すれば,その点における接線の傾 きが

求められます
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における接線の傾 きは,

接線の方程式は

f(“ √).y=―手″+2
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(1)は楕円を表 していま

はどういう図形を表 して
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(2)″ =4の ときv7=3よ り,υ =9.

つまり,接点は(4,9)

v7+v7=25の 両辺を″で微分すると,

点
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疹曰 言うまでもなく,

すが,(2)vT+vヮ =5
いるのでしょうか

ため しに図示 してみると,
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における接線も同様にして ,
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って,点 (4, 9)に おける接線の傾 きは ,

=一: よって,接線の方程式は

υ-9=一号|(″ -4)
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とな ります 一見 ,「双曲線か ?」 と思ってしま

いますが違います 実は,この曲線|り淑塑堡

`Q戸部)な のです 詳 しくいうと,「 ある放物線を原点

中心に 45° 回転 したもの」です では, どういう放

物線を回転させたものなのか,も との放物線の式は

どのようにして求めるのか, というと,複素数平面

の回転や 1日 課程の 1次変換の知識が必要になってく

るので,この場では省略します
夕√丁だ、り_

赤阪正純 (httpンクinupri.web fc2.com)              接線の話(数学Ⅲ編X2)

4 媒介変数表示された関数の接線

媒介変数表示された関数については,積分のとこ

ろで詳しく学習するので,今のところは取 り立てて

学ぶ必要はありません.気になる人は『微分のココ

口』P26～ P27を参照のこと

例 題 4 次の媒介変数表示された関数につ

いて,`=―その値に対応する点における接
線の方程式を求めよ_

考え方 媒介変数表示とは,″ とυの間の関数関

係を,直接的ではなく,Jを 介して間接的に表現 し

たものです `に いろいろな値を代入することで ″

とυの値が定まり,そ れらをつないでいくと曲線が

得 られるのです

下に′を 0か ら
1多

まで変化させたときの ″とυ

の値を表にまとめてました
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この表だけでは点をつないでいくのはしんどいか

もしれませんが,も っとたくさんのιをとって図示

すると下図のようになります
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